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　診察室の掃除を終え、とりあえず一段落ついたと中川は椅子に腰掛けた。もう着替えは
済ませてあり、机には食パンとコーヒーが置いてある。診察用のベッドには、起きた時に
取ってきてそのまま置いてある朝刊がある。それを片手に彼は、コーヒーを一口飲んで初
診の時間が来るのを待った。初診は午前九時。それまでに、まだ三十分ほどある。
　と───
　ピンポーン
（……何だ？）
　唐突に、ドアホンが鳴った───怪訝に思って中川は、立ち上がって玄関に出ようとし
た。が、それより早く彼は診察室に現れた。
　よく診察を受けにくる、顔見知りの中年男性である。中川より、歳は若干上であるが、
彼は息を切らせ、こちらに視線を向け、訊いてくる。
「な、中川さん、み、見ましたか。け、今朝のニュースを！？」
「どうしたんですか、そんなに慌てて。一体、何があったんです？」
「どうしたもこうしたも、今朝のニュースを見てみりゃすぐに分かる事じゃ！　あんた、
まだ見とらんのですか？」
「ええ。今し方、ここの掃除を終えたもので。」
「だったら、はよう見てみんさい。えらい事になっとるんじゃ！」
　急かす男を横目に、中川は診察室の隅にあるテレビをつけた。男がこれだけ騒ぐほどの
事なら、この時間にやっているどのニュースを見ても同じだろうな、と彼は適当にチャン
ネルを変えた。と、同時に、マイクを持って現場と思しき所に佇むアナウンサーの姿が画
面に映る。
「……というわけでありまして、えー、明智秀治氏は、“Ｂ・ウェブ”手術を発案したの
は神薙司という青年であり、彼が売名行為として手術案を「医学王朝」に提供したと述べ
ております。これにつきましては、また後ほど詳しくお伝えして……」
　アナウンサーの言葉を、しばらく中川は理解できないようだった。彼の隣でテレビを見
ている男の方を見やると、男はそれを「どういうわけか教えてくれ」と言いたげだとみて
とったか、
「ああ、私にもよく分からんのやがね、ただ、こりゃ何かの間違いやろうとしか分からん
のじゃ。何たって、あの司君がそんな事をするわけがないじゃろう。あの「医学王朝」と
かいうのが、一体どうして司君の名前を持ち出したかぁ知らんがね。」
　焦りというより、ただ単に、でたらめに口早にまくし立てる、といった口調で、男はそ
う言った。
「しかし、どうした事じゃろうか。何でまた、司君の名前が、ニュースでこんな風に言わ
れるんかいなぁ。」
　それから男は、しばらくブツブツと独り言を言っていたが、やがて首を傾げながら、困
った様な顔をして病院を出ていった。
　一方、中川は文字通り、取り残された気分だった。訳の分からないまま、こんなニュー
スを見てもどうしようもない。とりあえず、彼はテレビのスイッチを切った。だが、それ
からどうしていいのか分からない。いつもの通り、診察を始めるとしても、こんな状態で
はさすがの中川もそうはいかない。
（司……一体、何があったんだ？）
　先日に書き留めていた、現在の息子の連絡先を確かめ、中川は受話器を手にした。
　かろうじて言い逃れる事ができ、秀治は心底から安堵していた。例えそれが、一時的な
ものとしても、最悪の場面は免れた。まだ外で騒いでいるマスコミをよそに、彼は自分の
邸の二階で胸をなで下ろした。
　一息ついてから、彼は部屋の中を一瞥した。自分の部屋。机の上は、講義の内容をまと
めたプリントや、自分の著書等で散らかっている。大して利用しないソファーには、今は
長男の樹が座っている。怯え、戦く様に、絶え間なく震えている樹が。
　最後に彼が見たのは、その隣に佇んでいる男の姿だった。彼の次男坊。彼の血族にして
王朝の一員でない男、流雲。彼は、兄の様に戦慄してはいないようだった。だが、まるで
瞳孔を開いた死人の様に、呆然としたまま微動だにしない───
　自分の息子達の姿を見て、彼は頭を振った。だが、そんな事をしても状況は良くはなら
ない。そんな事は分かりきっている。彼は小さく、ため息をついた。
　と───
「……父さん。」
　危うく、聞き逃してしまいそうな、か細い声だった。秀治は、声のした方───流雲へ
と視線を向けた。
「……ああ、何だ？」
　そう応えたが、流雲は反応しなかった。聞こえていないのか、と秀治は訝ったが、やが
て流雲は、再び口を開き始めた。
「……何故、あんな事を言ったんですか？」
「……あんな事？」
　言われて秀治は、眉をひそめる。
　そんな秀治に対し、流雲ははじかれた様に、その場から父親の前へと足を運んだ。
「何故、神薙さんを犯人扱いしたんですか！あの手術は、僕が考案したものじゃないです
か。何故、僕だと言わなかったんですか！」
　決して、それは大声ではなかった。だが、秀治は今までに見た事のない、次男の芯のあ
る、強い口調に迫られ、たじろいでしまう。
「何故、本当の事を言わなかったんですか！「医学王朝」ともあろう者が、自分達のミス
を他人になすり付けようというのですか！」
　言いながら、流雲は「自分達」という自分自身の言った言葉に、僅かに頬をひきつらせ
る。そして、彼の言葉はそこで切れた。続きを言おうとするのだが、喉の奥でつまってい
るかの様に、言葉が出ない。しばらくその場で肩をいからせていたが、一つ息を短く吐い
て、さらに短く───叫んだ。
「……どいて下さい。僕は彼を助けに行きます。」
　そして、父親が動く前に流雲は、秀治をかわして部屋を出た。
　外では、マスコミが騒いでいる。いくら普段は父親や兄と別行動をとっているとはいえ
自分の顔は十分外に知られている。仮にここから出られたとしても、電車に乗ろうものな
ら、自分がどの様な人間なのか、この話題の中で気付く人間は一人くらいいるだろう。し
かし、ここから出ないことには、神薙に会う事はできない。
（どうする……助けるといっても、ここから出られない事には……だけど、こうしている
間にも彼等は、神薙さんを探し出して、ありもしない罪を問い出そうとしているんだ。）
「医学王朝」は滅びた。もはや、そんなものに自分が脅かされる事は、なくなったのだ。
階段を下りながら、彼はそんなことを脳裏に思い浮かべていた。
　だが───
（身内の次は、民衆か！）
　一難去って、とはよくいったものである。流雲はこの時ほど、その諺を呪った事はなか
った。別に諺が悪いわけではない。それは彼自身も分かっている。諺にあたるつもりもな
い。だが、今はそれ以上に、この現状をどうにかしなければ、という焦燥が彼を攻めてい
るのである。
（こうなったら、バイクで行くか……でもあれは、学生以来触ってもないし、第一東京で
乗った事がない……）
　普段外に出ないから、当然地理にも疎い。考えれば考えるほど、窮地に追いやられ、自
己嫌悪が増していく。
（……くそっ、結局僕は、自分一人ではどうする事もできないのか！）
　拳を握りしめ、彼はその場に立ち止まった。
（せめて、連絡を取る事ができれば……）
　連絡？
　流雲はふと、顔を上げた。別に俯いていたわけではないのだが、何となく体がそう、動
いたのだ。思いついたその言葉を、胸中で何度も反芻してみる。
（そうだ……電話があったんだ！）
　ごく単純な発想に、流雲は身を踊らせて二階の自分の部屋へと駆け出した。そして、椅
子にかけてあるリュックから、一枚の紙を取り出す。
「あったぞ……どうやら、この中の物は取り上げられなかったようだな。」
　それから彼は、さらにリュックの中を漁りだし、携帯電話を見つけ出す。
（大変な事になってなければいいけど……神薙さん。）
　固唾を飲んで、先に取り出した紙を広げる。そして、それに書いてある神薙の電話番号
を、間違えない様にと、大袈裟なまでに見合わせながら彼はダイヤルを押した。
　神薙は、呆然としたままテレビを見ていた。それも、佇んだままで。座る事すら忘れ、
彼はずっとブラウン管に映る映像と、スピーカーから聞こえる音声を捕らえる事だけを、
心懸けた。
　キャッド患者が死んだ。
　手術の失敗で。成功のしようのない、でたらめな手術によって。
　その手術の発案者が───
（───何故、俺なんだ？）
　今度は、そんな単純な自問を繰り返し始めた。根拠は？　いや、それより言い出したの
は一体誰だ？
（……「医学王朝」？　秀治だと？）
　秀治といえば、「医学王朝」の二代目だ。彼が一体、どの様な理由で自分の名を挙げた
のか───
　いや───どこで知ったのか？
（……流雲？　いや、まさかな。あいつがわざわざ、俺の名前を「医学王朝」に言う事は
ないだろう。しかし、そうすると一体……）
　顎に手をやり、テレビから視線を外す。流雲は「医学王朝」を嫌っている。彼が自分の
名を売り渡したとは、正直考えにくい。
　考えがうまくまとまらず、神薙はとりあえずテレビのスイッチを切った。そしてキャッ
ドの謎解きの続きをしようと、椅子に座ろうとしてきびすを返し───
「……わっ？」
　唐突に、眉をひそめた西村の姿が目の前に現れた。彼は心配げな表情でこちらを覗き込
んで、
「どうしたんだ、司？　さっきから呼んでいたのに、気付かなかったのか？」
「あ、ああ。悪い。」
　西村の顔を一瞥して、神薙は小さく頷いた。
「お前もお前なら、真崎も真崎だよ。何か、えらく元気がない様だったけど。あんな真崎
初めて見たよ……待て、さてはお前達、ケンカでもしたな？」
「い、いや。そういうわけじゃ……」
　慌てて頭を振り、神薙はそこでふと気が付いた。彼女の手の白さ。それをかばう様にし
て部屋に戻っていった彼女。
（あの手の白さ……あれは確かにキャッドの症状だった。あいつは……気付いているんだ
ろうか？）
　懸念に思い、彼女が上がっていった階段の方へと視線を向ける。それと同時に、再び動
悸が激しくなる。
　真崎がキャッドに冒された。キャッドを治療できた事は、未だかつてない。つまり、彼
女の病を治す事は───できない。今のままでは。
（……いや、単に記録されていないだけかもしれない。）
　世界中のどこかに、実はキャッドを治療したという人間が一人くらいいるかもしれない
神薙はいつの間にか、そんな事を考えていた。自分の手であの難病の解明をするよりかは
そのいるかどうか分からない人間を捜す方がよっぽど楽に思えてくる。
（現実……逃避？　いや、違う。キャッドをこの手で治すなんて考える方が、夢物語だ。
他人にすがる方が、よほど現実的じゃないか……）
「どうしたんだ、お前？　真崎と何かあったのか？」
「……いや、俺は別に関係ないさ。ただ……」
　そこで、神薙の言葉は途切れた。
　言うべきなのか。彼女の状況を。
　彼女が───死ぬかもしれない、という事を。
（───死ぬ？）
　誰が？
　彼は自問した。一体誰が───
（───真崎が、死ぬ？）
　死ぬ？
　聞き慣れない言葉を反芻し、そしてゆっくりと頭を振り始める。今まで以上に動悸が激
しくなり、身の毛がよだつ。口の中が妙に乾
き、肢体が震え、背筋が───凍る。
（───ウソだろ？）
　もう一度、彼は自問した。現実は受け止めている。真崎がキャッドに冒された。そう。
ここまでは認めている。現実である事を、自
分の中で認めている───
　だが。
（真崎が───死ぬ！？）
　神薙は、そこではじめて、胸中で絶叫した。何かにはじかれた様に、西村の方へと顔を
向け、彼の肩を掴み、揺さぶる。
「真崎が───真崎が危ないんだ！」
「危ない？　誰かに付け狙われたりでもしているのか？」
「そうじゃない！　彼女が……キャッドにかかってしまったんだ！」
「……何だって？」
　そうは言っても、西村も最初は、神薙の言葉を飲み込めていない様だった。しかし、そ
れでも神薙の様子を目の当たりにし、次第に表情を険しくする。
「……おい、それじゃ、まさか？」
「遅かれ早かれ、あいつの命が危険に晒される事は間違いない。最悪の場合……肺炎なん
かにでもかかってしまえば……三日と、もたない───」
　身体中から、力という力が抜けていくのを感じる。鼓動と同時に、肩や胸が悲鳴をあげ
る様にして、震える。
　人間の───それも、身近な者の死というのは、こんなに辛いものなのか？
　医者は、時にはこの様な辛さにも耐えなければならないのか？
（親父───親父も、こんな事を体験した事があるのか？）
　心細さに、胸が締め付けられる。力の抜け切った身体には、痛すぎるほどに。さらに喉
の奥が熱くなり、瞼が妙に重く感じる───
「冴樹……俺は、一体どうすればいい？」
　親友の表情は、崩れてはいなかった。少なくとも、その双眸からはまだ光が失われてい
ない。コンタクトを入れた瞳を動かし、西村は視線を強めた。神薙に向ける視線を。
「司……昨日の女は一体、何者なんだ？」
「え？」
　全く関係のない話をしてきた。神薙は一瞬、自分の耳を疑ったが、西村はそんな彼の様
子に構わず、続ける。
「あいつ、多分妬いてるんだと思うぜ。そうでなくとも、何か勘違いしているはずだ。」
「昨日の……法井の事か？」
　西村の言葉を怪訝に思い、目を細くする。
「ああ。俺はお前の事はよく知っているから、彼女がお前にとってそういう存在なんかじ
ゃないってのは分かっているつもりだ。だが、真崎は違う。例え一年一緒に住んで───
さらに大学で六年顔を合わせて───いたとしても、男と女じゃ、分からない事なんてい
くらでもあるさ。男同士と比べてな。」
「……それと、あいつを助けるってのと、一体どういう関係があるんだ？」
　そこで西村は、一瞬、小さく笑った様に神薙には見えた。彼は肩をすくめて、
「よく言うだろ？「病は気から」ってな。とりあえず、今は真崎を元気づける事を考えて
やれよ。キャッド云々ってのは、それからだ。大丈夫、あいつはそんなにヤワじゃないよ
だからそう、心配すんなって。」
　そう言って、神薙の肩をポンと軽く叩いた。そのまま、肩を押さえつける様にして
「な？」と、再び笑ってみせる。
　神薙はしばらく、黙って西村と対峙したままだった。しかし、法井の事はどうあれ、確
かに真崎の今の感情を知っておくべきだ、と彼は判断した。彼女は、自分の症状を知って
元気がないのか。それとも───
「そう……だよな。患者とコミュニケーションをとるってのも、医者の大事な役目だもん
な。」
　そう、一つ頷く。再び彼は、目の前にいる親友と対峙した。西村冴樹。彼の親友だ。幼
い頃から、色々と彼の問題の相談役となり、その解決の助けとなってくれた。そして、今
もまた、彼にとって───いや、彼等にとっての、最も大きな問題の支えとなり、こうし
て存在している───
「冴樹……」
「……何だ？」
　訊くというより、単に返事を返す様に、西村はその言葉を口にした。西村の気持ちは、
よく分かっている。昔から、最も顔をつき合わせた男。だが、その男に神薙は、照れに近
い笑みを浮かべた。少々、ぎこちない口調で。
「……ありがとう。」
　西村は最初、（何故か）その言葉に驚いた様だった。しばらく目を丸くしていたが、や
がて吹き出す様に笑い、俯く。
「何言ってんだ、親友だろ？」
　顔を上げた時には、二人とも笑っていた。根拠はない。ただ、互いの顔を見つめながら
それを笑っているのかもしれない。それは自分達自身にも分からない。だが、気持ちはよ
く分かっている。ひどく哀しいほどに。最愛の友人の死を前にして───
　ピンポーン
（……何だ？）
　実際に、声には出さなかった。店主である真崎の父親がいない今、薬局は閉店中である
そのため、客が来たという事はない。月末でもないため、新聞代の徴収でもないはずだと
怪訝に思って神薙は玄関に出た。
「……法井？」
　澄んだブルーの双眸に薄く涙を浮かべ、法井はそこに佇んでいた。今まで泣いていたの
か、その綺麗な瞳も赤く充血している。
　神薙はゆっくりと、彼女の方へと歩み寄った。表情は、特に現れていない。感情を押し
殺しているためとは、彼自身も気付いていないかもしれないが。
「……全く、いつも忘れた頃に現れるよな、お前は？」
　声にも感情は現れていない。ただ、少し視線をそらす。
「会いたい時に限って現れず、勘弁してほしい時に限って顔を出しやがる。まぁ、それで
も俺にとって害となる事はしなかったからよかったがな───今までは。」
　最後の言葉に、法井が小さく震えるのが分かった。理由も分かる。当然の事だ───
「だが───それも、今となっては些細な事だ。俺一人が犠牲になって、あの惨事が許さ
れるというのなら構わない。俺の命だろうが何だろうが、くれてやる。」
　それを聞いて、法井は驚いた様に目を見開いた。言葉は出ない。ただ、双眸が悲哀の色
に染まる。
「ただ───お前にどうしても頼みたい事がある。真崎を───救ってくれ。」
「彼女は───」
　そこで、法井の言葉は途切れた。途切れた様に神薙には聞こえた。それほど彼女は間を
おいた。端正な顔を歪めて。
「彼女は───危険な状態にあるわ。一般に比べて、病状の進行が恐ろしく早いの。既に
キャッドが全身にまわり始めている───」
「そんな事は訊いていない。救ってくれと言っているんだ。真崎を───」
「無理よ！」
　絶叫に近い声で、法井は短く叫んだ。しかし、それにも神薙はたじろぐ様子は見せず、
むしろそれを予想していたかの様に、静かに法井の顔を見やる。
「無理よ……私はキャッドを……治せない。」
「俺は別に、キャッドを治してくれ、と言ったつもりはないんだけどな。」
「え？」
　目を丸くして───法井は疑問符を口にした。そこではじめて神薙は視線を彼女へと向
け、
「知っているとは思うが……真崎の様子がおかしいんだ。昨日───お前と会った時から
な。あいつの元気を取り戻してほしい。できるはずだ、お前なら、簡単に。」
「私と会った時から───？」
「……ああ、そうだ。」
　わざとかどうかは分からないが、法井は首を傾げた。それに対し、神薙の後ろ───西
村が、応える。
「率直に訊こう。あんた一体、神薙の何なんだ？」
「私は……彼の、依頼人よ。」
「依頼人？」
「彼に、キャッドの治療を依頼したの。私の“身体”を蝕むキャッドを。」
「キャッド……あんたも？」
　驚愕する西村を、神薙は右手で制した。その意味が理解できず、西村と法井はそろって
彼の方へと視線を向ける。
「……どうした？」
「いや、これ以上こいつと話すと、厄介な事になりそうだからな。そんな事で今は、時間
を失いたくない。」
　西村はますます、表情を怪訝なものとした。が、黙って神薙に従う事にする。
　しばらく何かを考える素振りを見せて、神薙は再び法井を見やった。今度は彼の言わん
とする事を読んでか、法井も相手の顔をしっかりと見据える。
「恐らく、やがてここにマスコミがやって来るだろう。俺を捜しに。」
「……それを、追い返せばいいのね？」
「ああ。真崎や冴樹に、迷惑はかけたくないんでね。」
「……分かったわ。」
　法井は苦笑しながら、頷いてみせた。
「冴樹、お前は……しばらく、この場を離れていてくれ。後で必ず理由は話す。だから、
今は───黙って、俺の話を聞いてくれ。頼む。」
「……ああ、分かった。」
　西村もまた、薄く笑ってそう応えた。神薙は彼の方へと向き直り、これもまた苦笑して
言う。
「……悪いな。」
「なーに、いいって事よ。どうせまだ、調べ事が残っているしな。」
「……真崎さんはどうするの？　あなたが看病するの？」
　後ろから聞こえた声は、当然法井のものだった。神薙は───まるでその言葉を待って
いたかの様に───振り向き、応えた。
「ああ。あいつの事に関しては、全て俺がやる。あいつの病は───俺が、治す。」
　ツー、ツー、ツー……
　受話器から聞こえたのは、その機械音の繰り返しだった。仕方ないと思い、彼は手にし
ている受話器を元に戻す。
（話し中か……。）
　ひょっとしたら、もうマスコミが“事件”の事について殺到しているのかもしれない。
中川は短く息をついて、顔の下半分に手を当てた。
（いや……違う。あいつはそんな事はしない。）
　胸中で否定し、彼は頭を振った。
　テレビはつけない。真実でないニュースを見るのは、意味がないからだ。息子は決して
そんな事はしない───
（……親バカっていうのか、これが？）
　それも違う。確信のある事が、親バカと呼べるはずがない。
　───自信はないが。
（司……お前は、大丈夫なのか？　お前は……このニュースを知っているのか？）
　そう思いながら、彼は前言の確信を得た。
　親バカなどではない。親心なんだ、と。
（……早く出てくれ、神薙さん。早く……）
　なかなか繋がらない携帯電話に苛立ちを覚え、流雲は歯ぎしりした。無意味に腕時計を
見たりする。かけ始めて、ものの数秒しか経っていないのは、自分でも分かり切っている
はずなのだが。
　そうしているうちに、ようやく耳元に接続の反応を捕らえた。が、それは相手に着信を
知らせるベルではなく、単純な機械音の連続であった。
「話し中……くそっ！」
　声に出して流雲は、携帯電話を床に叩き付けたい気持ちを、何とか抑えた。物に当たっ
ても仕方ない。が、それでも彼は悔しさを抑える事はできなかった。
（何か、手はないのか……このままじゃ、神薙さんがあまりにも可哀想だ。）
　落ち着く事すら忘れ───もっとも、やろ
うとしてもできるとは思えないが───、彼は早足でその場を往復し始めた。が、混乱し
ている頭は、解決策を閃く素振りすら、見せない。
（マスコミから、電話が殺到しているのかも……そうすると、電話も使えない事になる。
“事件”の起点がうちである限り、マスコミはここからも離れない。つまり、外にも出ら
れない……）
　まさに四面楚歌だな、と流雲は、小さく鼻で笑った。苦笑ではない。かといって自嘲で
もない。気が触れたというわけでもないが、ひょっとしたら、それが一番近いのかもしれ
ない。
（……ごめんなさい、神薙さん。僕、やっぱり足手まといでした。むしろ、あなたを窮地
に追いやってしまった……）
　涙はでなかった。胸中でそう許しを乞いながら流雲は、意味もなく、やたらと高く感じ
る天井を、ただただ見つめ続けた。
　苦痛。
　色々な意味で神薙は、その二文字を脳裏に浮かべていた。苦痛。苦しく、そして痛い。
痛いのはきっと、心なんだろうと、彼の目的とは全く関係のないことをつい考えてしまう
　時計を見た。午後八時前。そろそろ、西村が帰ってくる。彼が家を出てから、今までマ
スコミの類は来なかった。無論、法井が彼等の記憶を操作したためである。とはいえ、マ
スコミ全ての記憶を操作したわけではない。前に彼女自身が言っていた様に、そんな事を
すると、世界全体を変えてしまう───つまり、歴史を変えかねないのである。そのため
彼女は、真崎の家にある程度近づいた人間だけを、対象としたのである。
　ただ、今までに彼に接触した人間は一人いた。久池井である。彼は大学から電話をかけ
てきた。勿論、神薙の身を気遣って、である。彼は、あれは自分と流雲が考えた手術法で
あり、何らかの方法で「医学王朝」が流雲の研究データを手に入れたらしいという事、彼
等は十分な実験結果を得ないまま、手術を行なったのだろうという事を、手短に話してく
れた。それを聞いて、神薙は少し気が楽になったのを覚えている。
　しかし、それ以外は苦痛そのものだった。何より、キャッドの治療法が閃かないまま、
何時間も時だけが過ぎ去っていくのを、何もせず（無論、頭は働かせていたが）受け入れ
ている時が最悪だった。まだ、腹拵えに何か口にしていた時が、自分のために何かをして
いるという実感が持てた。
　あれから、結局真崎とは接触していない。いや、実際はしようとしたのだが、彼女の部
屋のドアをノックすると「一人にしてほしい」と言われたのだ。それから今までずっと、
彼は思索していた。キャッドを治せるであろう知識を全て。
　だが───
（結局、何も分からずじまいか。）
　最後の結論は、それだった。完全に落胆して彼は、頭を冷やそうと、コップに水を汲む
帰ってくる西村に何と言おうと、弱気になりながらそれをじっと眺める。
（……こいつにキャッドが憑依していれば、飲んだ俺もキャッドにかかってしまうんだろ
うか……。）
　虚ろな目付きで、神薙はそれを飲み干そうとした───と同時に、ふと思う。
（キャッドの侵食は、地球の三パーセントだったよな、確か……）
　その割には、人の占める割合が多すぎる。
（地球のおよそ、七割は海だ……）
　そう考えると、割合的にもつじつまは、合う。
（…………！？）
　そう考えると？
（何だ……一体、何て考えたんだ、俺は？）
　動悸が激しくなる。手で、顔を押さえながら、神薙はさっきの思索を反芻してみる。
　海。割合。地球。
　人。海……水？
（水だ！）
　神薙は、胸中で歓声をあげた。水に───つまり水分にキャッドが憑依しない（いや、
できない）と仮定すれば、さっき考えた事は全て、つじつまが合う事になる。
（物体が液体であるには……いや、液体の特徴は何だ？　個体と液体との、絶対的な違い
は一体何だ？）
　必死に考える。物体の状態が変わるのは、分子構造が変わるためだ。その構造がどう変
化すれば、液体化する？
（氷が溶ければ、水になるな……つまり、熱されるからだ。つまり、温度が上がる。温度
が上がると分子は……）
　そこまで考えて。
　瞬時に神薙は、体を動かしていた。毛布、ストーブ、湯たんぽ───体を温められそう
な物を、片っ端から探し出し、手に抱える。重すぎるはずのその荷物を、難なく二階まで
運び終えると、神薙は真崎の部屋に飛び込んだ。
「真崎、入るぞ。」
　彼女は、横になっていた。力なく、布団に横たわっている。ベッドがあるのに、何故布
団を敷いているのか神薙には分からなかったが、その方が都合がよかった。
　真崎はしばらく目をつむったままだった。が、こちらの騒々しさに気がついたのか、少
し頭を上げて、
「……かんちゃんこそ……入る時はノックしてよ……黙って女の子の部屋に入ってくるな
んて……まあ、かんちゃんらしいっていったらそうなんだけど……。」
「さっきやったろ？　それに、今はそれどころじゃない。」
　ストーブのコンセントを付け、嫌がる真崎をむりやり毛布で包んだ。何枚かそうしたと
ころで、用意していた湯たんぽを毛布の間に入れる。
「どっ……どうしたの、かんちゃん？　何する気だよ？」
「黙ってろ。今からお前の……キャッドを治してやる。」
　その言葉に、真崎は明らかに驚愕した様だった。言葉をつまらせ、視線をそらして、真
崎は声を小さくした。
「き……気づいてたの？」
「当たり前だ。俺が今、何の研究をしていると思ってやがる。」
　暑がって手足を出そうとする真崎を、神薙は強引に押しつける。
「……暑いよ、かんちゃん……。」
「我慢しろ。これがキャッドの……治療法なんだ。」
　真崎の顔は、既に汗だくになっている。無論、神薙自身もそうだ。
「もう……ダメ。耐えられないよぉ……。」
「死にたいのか！？　このままだと、確実に死んでしまうんだぞ！」
　何とかして逃れようとする真崎を、神薙も必死になって制する。
「俺は……お前に死んでほしくないんだ！　俺は、お前の事が……」
　痛むように、息が詰まる。
「お前のことが……好きだから。」
　だんだんと、かすれ声になっていった。が、そう言い終えると同時に、神薙の体温がさ
らに上がり始めた。代わりかどうかは分からないが、真崎の抵抗がそこで途絶える。
　しばらく、二人は動かなかった。途中で西村が帰ってきた事も、恐らく気づいてないほ
どに、沈黙が続く。
　神薙は、頭の中が真っ白になっていた。今、自分が何をしているのかすら、分からない
ほどに。視点が合わない状態で、真崎の体を抑え続けている。
　そんな中、ふと、毛布から真崎の左腕が覗いている事に気が付いた。慌てて彼は、それ
を毛布の中に押し込めようとして───
「白く……ない？」
　汗で湿っているその腕は、うっすらと肌色を帯びていた。キャッドにかかる前の、真崎
の肌の色───
「真崎……もう、大丈夫だ……。」
　あまりの暑さにぐったりしている真崎を毛布から出してやり、神薙はそのまま真崎の体
を抱きしめた。
　翌日。
　神薙は朝早くから、散歩をしていた。いつもの様に真崎が作った朝食を、西村と話をし
ながら食べ終えて、である。だが、彼の歩く先には目的があった───
「───よく分かったわね、ここが。」
　住宅街の外れ。人気のない、小さな四つ角に、法井はいた。壁に背を預け、腕を組んで
いる。
「違うだろ。俺がお前の居場所を当てたんじゃなく、お前が俺の行き先で待っていたんだ
ろうが。」
　神薙がそう言うと、法井は頭を掻いて応えた。彼は最初、頭にきたが、どうせ法井と顔
を合わせるのも最後だと、ここはこらえる事にした。そして続ける。
「生憎と俺は、お前が思っているほどマヌケじゃないんでね。」
「そんな事思ってないわ。だって、あなたはあのキャッドを治療したんですもの。」
「……まあ、それについては、見返してみるとそれこそマヌケだったかもしれんが。」
　法井に背を向ける形で、神薙は言った。
「液体の分子運動以上の物質には、キャッドは憑依できない。それだけの事だ。考えても
みろよ？　もし気体にキャッドが憑依できたとしたら、その時点で生物は絶滅だ。後は、
残された陸や建築物が、風化される様に、徐々に崩れていく……そうすると地球は───
つまり、お前は死んだも同然だ。」
「……それと、身体を温めるのと、どういう関係があるわけ？」
　いかにもわざとらしい口調で、法井が訊いてくる。この時も彼は口を閉ざしかけたが、
まあいいだろうと、そのまま話を続ける。
「温める───つまり、分子運動が活発になると、分子間にすきまができる。このすきま
が生じると、魂はその物体に憑依する事ができない。つまり、温めるとキャッドの根元で
ある魂を“はがす”事ができるわけだ。考えてみたら、そういえば暖かい気候の地域では
キャッド患者ってのは殆どいなかったな。例えば、アフリカあたりとか───当初は、地
元における、特別な栄養素の摂取がキャッドを防ぐとか何とか言っていたが、何の事はな
い。気候が暑いからだったんだ。それでもキャッド患者が少しはいたのは、病弱で体温が
下がる人がいたからなんだろうな。それで……そう、すきまの事だが、生物にとっては僅
かなすきまでも、奴等から見れば“身体”がすり抜けてしまう様なものなんだろうな。」
　言い終えて、神薙は再び法井の方へと向き合った。同時に、神薙の背からそよ風が吹い
てきて───そのまま、法井の髪をたなびかせる。
　法井は目をつむって、ホッとした様な笑みを浮かべた───しばらくして、その双眸を
開く。青空の様に青い双眸を。
「───ありがとう。」
　珍しく───というより、初めてかもしれない───彼女のまともな表情を目の当たり
にして、神薙は頬を掻いた。
「……まあ、いいけどな。」
　視線を少しそらして、言う。対して法井は、笑顔で応えてきた。
　それから、神薙はしばし迷った表情を見せて───法井の方へと一歩、歩み寄った。彼
女の表情には、特に何も変化はない。別に、いつもの様に悪戯な雰囲気は帯びてはいない
　だが、それでも神薙は油断しなかった。何しろ、自分にとっての、最大の問題である。
ここで知らぬ振りをされては、さすがに正気を保てる自信はない───
「ところで……問題が一つ、残っているんだがな。」
「え？」
　突拍子もない事を言われたかの様に、法井は目を丸くした。嘘が苦手な彼女は、ここま
で演技がうまくはない。
「本当に、知らないんだな。」
「……何なの、問題って？」
　心配そうに訊いてくる彼女に、神薙は短く息をついた。視線を少し、鋭くする。
「一つ訊くが……温められる事によって、解放された魂はその後、どこに行くと思う？」
「どこって……もとある場所に戻るんじゃないの？」
　きょとんとして───少なくとも神薙にはそう見えた───法井は応えた。確かに、自
然の摂理ではそう考えるだろう。そう考えて当然なのだ。やはり、これは───自分自身
にしか分からない事なのか？
「魂は……“はがして”しまえば、恐らく二度は同じ物に憑依しないんだと思うんだ。そ
れからは───俺の仮説なんだがな。憑依できなくなった原因───つまり、俺に憑依す
ると思うのさ。」
　反応はなかった。いや、できなかったという方が正しいのかもしれないと、神薙は胸中
で思った。ある程度、予想はしていた事なのだが、未だ法井は呆然としている。
「魂は嫉妬している。現代医学の発展に。これは以前、お前自身が言っていた事だ───
つまり、魂にも意識はある。だから、嫉妬の原因である俺に憑依し───消す。そして彼
等の嫉妬は晴れ、呪いは───消える。」
「───どうして、そう思うの？」
　法井の声は、低かった。構わず、続ける。
「いくらお前が万能だとしても───個人の事は、やはり個人自身が一番よく分かるって
事さ。気付かないか、俺の手足がだんだんと白くなっている事に？　ちなみに、温めて魂
を“はがして”しまっても、次から次へとやってくるからな……治療は、できない。」
「……どうするの？　これから。」
　法井の問いに、神薙は小さく笑った。地球に懸念されて死を迎えるというのも、そんな
に悪くないと思う───
「俺の周りには、これから大勢の魂がやってくる───他人が巻き込まれない様に、どこ
か遠くへ行くさ。人気のない所へな。」
「……私をこんな所へおびき寄せたのも、そのため？」
　神薙は黙って頷いた。
「あと、治療の報酬をもらいたいんだがな。報酬といっても、頼まれ事を聞いてほしいん
だが。まず、あの“Ｂ・ウェブ”ってやつに関する全ての記憶を消去してもらいたい。勿
論、歴史が変わる様な事があっても、だ。次に、俺がキャッドの治療法を、流雲に教えた
という記憶をあいつに植え付けてやってくれ。それだけだ。できるだろ？」
　法井は応えなかった。だが、応える事はできたかもしれない。何かを言おうとするが、
言葉がつまって出てこない。
　神薙は、それ以上は何も言おうとはしなかった。駅まで歩くのに、途中に真崎の家の前
を通るが、どうにかごまかせるだろう。問題は、電車に乗った時に、巻き添えを食う人が
出るかどうかだ。そんな事を考え、彼はきびすを返し───
　そこに、真崎がいた。
　神薙は驚愕した。彼女がいたからではなく、彼女を目の当たりにしても、冷静でいられ
る自分に、である。彼はそのまま過ぎ去ろうとした。足は止まらない。止めてはならない
止めてしまえば、彼女にも迷惑をかけてしまう───
「───かんちゃん？」
　後ろから、真崎が呼んできた。口調に陰りはない。法井との話を聞いていたのかどうか
は知らないが、今は彼女に陰りはない。
　神薙は、最後の溜息をついた。安堵の溜息を。
「真崎───」
　その場に足を止め───しかし、再び動かす事を約束して───、頭だけを、後ろに向
ける。
「真崎───ゴメンな。」
　それだけ言い残して、彼はその場を後にした。後ろから法井の泣き声らしきものが聞こ
えてくるが、足はもう、止まらない───
　───そして、その夜。
宇宙の中、地球は蒼く悲嘆に瞬いた───

＿／＿／＿／　エピローグ　＿／＿／＿／
「あ、飛行機雲。」
　左手をかざして、真崎は空を見上げた。まっ青な空に白い、二本の直線が引かれるのを
彼女は目で追い、眺めている。白線の末尾が伸び、先端が薄れて青に溶ける。そして、ま
た末尾が伸びて、先端が消えていく……その様子を見ながら、彼女はクスッと笑った。そ
の横から、彼女の笑い声に合わせるかの様に声がかかる。
「飛行機雲なんて見てて、楽しいのか？」
「うん。」
　真崎は振り向かず、その場で頷いた。代わりに、吹いてきたそよ風が彼女の髪を声の主
の方へとなびかせる。それを追うようにして、彼女が珍しくはいているスカートも、カー
テンの様に緩やかに揺れる。
　秋も酣というのに、今日はやけに暖かいと、真崎は飛行機雲に向けている双眸をそのま
まにして思った。暖かいというより、むしろ暑いかもしれない。今度は視線をそのまま真
下───彼女のいる土手から見える、小さな河原へと落とした。ガードレールに腰を掛け
こんなに暑いからスカートなんてはく気になったのかな、と首を傾げて、胸中で自問して
みる。
「そういや……かんちゃんも飛行機雲、好きだったんだよね。」
「……え？」
　真崎はそう言ってはじめて、隣りに立っている男───西村の方を振り向いた。
　彼もまた暑いせいか、半袖のポロシャツ一枚という格好だったが、今日はコンタクトで
はなく、愛用の眼鏡をかけている。
「かんちゃんのお父さんも。飛行機雲見てるとね、何だか懐かしい気分になるんだって…
…。」
「……真崎も、そうなのか？」
「別にそういうわけじゃないけど……でも、今はそうかもしれない。あの飛行機雲を見て
ると、そんな気分になっちゃった。」
「司の事か？」
「……うん。」
　彼女はそう頷いて、さっきまでかざしてい
た左手を、はらんだ腹へと───視線と一緒に───持っていく。そして、瞼を閉じ、そ
の手で腹を優しく愛撫する。西村は彼女に一歩歩み寄り、彼も視線を彼女の腹へと静かに
落とした。
「早いよな、時間が経つのって。五カ月……いや、六カ月だったっけか？」
「……うん。」
　目を開けて、真崎は西村の顔を一瞥した。そしてまた腹へと、視線を戻す。
「あいつの忘れ形見か……そんな気は、ちっともしないんだけどな。」
「…………？」
　怪訝に思って、真崎はまた西村の顔を見た。彼は真崎の顔を一瞥してから小さく苦笑い
をして、
「いやな、その……まだはっきりと実感がないんだよ。あいつが死んだっていうな。何で
なのかは……よく分からないんだけど。」
「……そんなものだよ、人の死って。」
「……え？」
　今度は西村が、真崎の方を向いた。彼女は自分の腹を撫でながら、
「かんちゃんのお父さんがね、そう言ってたんだ。何だか、今でもいつかひょっこり帰っ
てきそうな気がするって、毎日かんちゃんの部屋を掃除してるんだって。そんな事しても
かんちゃんは帰ってこないって分かりきってるはずなのに何故だろうって、そう言って
た。」
「……………………。」
　真崎の口調は、最後まで和らげだった。そして、どこか颯爽としていた。そんな彼女の
姿を、しかし西村はその様には見なかった。あるいは見る事ができなかったのかもしれな
い。その理由は、西村自身がよく知っていた。神薙の親友だった彼が。そして今、真崎に
一番近くにいる彼が。
　二人のいる空間は、いつの間にか沈黙の二文字が広がっていた。ただ、時々川の水面か
ら顔を出す魚のたてる、ほんの小さな水しぶきが、二人の間に小さく響いて聞こえる。
　しばらく、いや、かなり長く続いた沈黙を破ったのは、真崎であり、また西村でもあっ
た。同時に言葉を発し、同時に口ごもった。「あ、いいよ」とか、「いや、そちらから」
だのと、互いに親しいはずの二人は、急によそよそしい雰囲気に包まれてしまった。
　だが、その雰囲気はもちろん、二人の、互いの親しさからきているという事は、二人と
も熟知していた。その理由も当然分かっていた。けれど、それは口にはできない事だった
もし、言ってしまえば───
「……さっくん。」
「…………何？」
「……いや、何でもない。さっくんから言って。」
「あ、ああ。」
　まさか自分に振られるとは思ってなかったらしい。真崎が先に口を開いて、正直安堵し
ていた西村は、彼女の言葉に焦ってしまった。
「え……と、その、元気に生まれるといいな、赤ん坊。」
「……うん。」
　まず、妥当な話だろう。そう思いながら、西村は少しづつ落ち着いてきた。
「それで、名前は決めているのか？」
「うん。」
　真崎の即答に、西村は少なからず驚愕した。
「男の子は優司。女の子は風奈っていうの。かんちゃんと二人で決めたんだ。」
「へぇ、あいつとね。なるほど、司と奈瀬から一文字づつ取ったのか、いい名前だな。」
「ありがと。」
「そうか、あいつと決めたんなら、男と女の双子が生まれてくれればいいのにな。そした
ら、二人にあいつの名前が付けられる。」
「……実は、そうなんだ。」
「え？」
　西村は最初、真崎の言った事の意味が分からなかった。目をしろくろさせている彼に、
真崎は薄く笑って、
「病院に行ったらね、言われたんだ……男の子と女の子の、双子だって。それ聞いて、驚
いちゃった。ひょっとしたら、かんちゃんは何となくこの事分かってたんじゃないかって
そして、もう───死んじゃうって事も。」
「……………………。」
「嫌だよね、死ぬって分かってるんだったら、そうしなきゃいいのに。でも、いいんだ。
かんちゃんは、人生の最後で自分に正直になっ
てくれたから。ちゃんと───告白してくれたから。」
「……………………。」
　西村は、もう耐えられなかった。真崎に今すぐ、話すのをやめさせたかった。彼は、彼
女の話に耐えられないのではない。このままだと真崎が壊れてしまいそうな気がした。そ
れに耐えられないのだ。暴走して、悲痛という壁に直撃してしまえば、受けた傷は治せて
も傷跡は残ってしまう。西村は、手で真崎を制しようとした。しかし、彼女はもう口を開
き始めている。もう、間に合わない───
「だから……頑張るんだ。かんちゃんの分も。しっかり生きなきゃ。この子達のお母さん
として、わたしがしっかり生きなきゃ。」
　今度こそ。西村の双眸には、真崎の姿がはっきりと、颯爽として見えた。
　彼女は強かった。自分が思っている以上に。あるいは自分以上に。
　真崎はその場に立ち上がった。彼女は、何かふっきれた様に笑っていた。その姿に西村
は驚愕し、圧倒された。
「真崎……。」
　西村は口を開いたつもりはなかった。彼女の名を口にしている自分が、気が付くと目の
前に立っていた。聞こえないはずの自分の名に、真崎はまるで応えるかの様に、双眸だけ
をゆっくりと、西村に向けた。
「それでも……自分の子供達を好きな男性と一緒に育てられないってのは、やっぱり……

嫌だよね。」
　そう言って彼女は、微笑みながら、神薙が逝って最初で、そして最後の涙を流した。
　狭い診察室の中に、空から鳴る小さな衝撃音がこだましている。うちの上を飛行機が飛
んでいるのか、と医者は視線だけを上げて天井にその飛行機を重ねて見た。
「はい、終わりましたよ。ではお大事に。」
　そう言って、医者───中川は、中年女性の患者をその場で見送った。その日最後の患
者である彼女は、静かにただペコッと一つおじぎをして、急ぐ様にしてその場を去ってい
く。
　中川医院はもともと、にぎやかな（と言っては変だが）所ではなかったが、この頃さら
に静まり返ってしまっていた。別に以前と変わった事はないのだが、どこかすきま風が吹
いている様な気がする。常連の患者達は以前に比べ、口を閉ざす様になってしまった。ま
るで何か遠慮しているかの様に。それは大体半年前くらいからだったか、と中川は記憶し
ていた。
「……フゥ。」
　中川は、一つ溜息をついて背もたれに後ろを預けた。同時に窓から空を見る。澄み切っ
た、綺麗な青空だ。つい小一時間ほど前にここを出た真崎とかいう娘は、西村と一緒に散
歩に行くとか言っていた。こんなにいい天気なら俺も行けばよかったかな、と思い───
彼は胸中で自嘲した。いくらそうしたくとも、やはり仕事を投げ出すわけにはいかない。
こんな小さな町の、ほんの小数の人間の、大した事のない病気を治すという、些細な仕事
でもだ。どんな病であれ、患者にとって医者は、絶対必要的な存在なのである。
（そう……それが、どんな病であってもだ。）
　彼は胸中で独白した。
（医者は患者のために、全力を尽くさなければならない……）
　そして彼は、自分の手を見つめた。今まで、数々の患者を治してきた手を。数々の病を
倒してきた歴戦の手を。数の割には、たかが知れた病しか相手にしてない手を。それなの
に、やたらごつごつして博識ぶった手を。
（あいつの手は、まだ一勝しかしていない。）
　古くさい、自分の手を握りしめて彼はまた、視線を窓の向こうに移した。
（だが、大きな一勝だ……それも初陣だ。それを知らせにきっと帰ってくる。あいつ

は。）
　半年前、匿名で公開されたキャッドの治療法により、難病は嘘の様に世界から消え去っ
た。だが、彼は知っている。それを見いだした人間が、一体誰であるか───
　彼は目を閉じた。その暗闇の中で、現実を直視している自分と、どこかそれから逃避し
ていて、息子の帰りを待っている自分が、ダブって見えた。それを見ながら彼は確信する
自分はその、どちらでもないと。そして、しかしどちらでもあると。
　彼は目を開き、立ち上がった。窓の側へ行き、それを開く。明るい日差しが顔を差し、
その後で気持ちいいそよ風が頬を撫でていく。
　見上げると空には、二本の飛行機雲が泳いでいた。大分薄れてきているが、それでも空
の青さが雲の白さを引き出している。
（もし、あいつが帰ってきたなら……）
　その時は、久しぶりに二人で散歩でもして、草むらに寝っ転がって飛行機雲でも眺めよ
う、中川は素直にそう思った。父親でもあり、医者でもある彼の姿のままで。
（もし、帰ってきたなら……）
　その時に見る飛行機雲は、さぞ気持ちいいだろう。
　そよ風に吹かれて。草むらに身を預けて。
　青空に抱かれて。
